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1．はじめに 

2018 年 6 月 18 日の大阪北部地震は、最大震度 6 弱の揺れであった。大阪府高槻市の小学校では、ブロッ

ク塀が倒壊して女児が亡くなられた（写真-１）。その際のブロック塀の詳細構造図が毎日新聞の Web 記事に

掲載されていた（資料-１）。基礎部分とブロック塀の境界に配筋されていた。基礎側に 13 ㎝、ブロック塀

側に 20 ㎝と短いものであった。力学的にはせん断力には多少抵抗するが、曲げモーメントには抵抗力があ

まりない状態といえる。配筋が短かったことが、ブロック塀の倒壊の主たる原因といえる。 

ブロック塀は、全国に数多く設置されている。ここでは、ブロック塀が転倒するメカニズムを「ドボク模

型」で実験して、補強対策について考える。 

2．再発防止策（国土交通省） 

この事故をうけて、国土交通省では「ブロック塀等の安全対策について」という、ブロック塀の安全性の

チェック方法などを示したサイトを HP に掲載した。資料-２は、「ブロック塀等の点検のチェックポイン

ト」である。 

■チェックポイント

1)塀の高さが 2.2m 以下かどうか

2)塀の厚さ 2m 以下→10 ㎝以上 2m～2.2m→15 ㎝以上

3)塀の高さ 1.2m 以上は控え壁が必要

4)基礎の有無 コンクリート基礎が必要

5)塀の健全性 傾き・ひび割れがないか？

6)塀に鉄筋の有無 直径 9 ㎜以上の鉄筋が縦横 80 ㎝以下で配筋

7)基礎の根入れ 塀の高さ 1.2m 以上の場合、30 ㎝の根入れが必要

チェックポイントの内、6)7)は、専門家に相談しましょうとなっている。 

6)は、鉄筋探査で調べることになる。

7)は、地盤を掘削するか、簡易貫入試験などで、調べることになる。

3．鉄筋の有無とブロック塀の強さ 

鉄筋の有無とブロック塀の強さについて、「ドボク模型」を使って説明をしたので紹介する。 

■実験材料

ブロック塀：ゴム板（100*100*20）2 枚

鉄筋 ：ガムテープ（幅 6 ㎜*長さは変化させる） 

鉄筋位置 ：ゴム板中心・ゴム板端部

水平力  ：ゴム板天端に固定した輪ゴムを定規で張力を与える 

■実験ケースと実験結果

表-１に、実験ケースと実験結果を整理した。

ケース.1 の無対策の場合、輪ゴムが 3 ㎜伸びた時に転倒した。

ケース.2→3→4 の順で、水平力に対する抵抗が増加していった。

4．考察 

鉄筋がないと、ブロック塀は水平力に対して弱い。 

ゴム板接合面からのガムテープ長さは、ケース.2 が 1.0 ㎝、ケース.3 が 2.5 ㎝で、両者とも塀の中心に

設置してある。ガムテープは鉄筋をモデル化したもので、鉄筋長さが長い方が、水平力に対する抵抗力が大

きくなることがわかる。これは、鉄筋コンクリートの曲げモーメントに対する抵抗力の問題である。「模型

で分かるドボクの秘密_08 コンクリートの弱点とは」を、参考にされたい。1) 

ケース.3 は 2.5 ㎝のガムテープが塀中心に設置してある。ケース.4 は 2.5 ㎝のガムテープが壁面付近に



 

設置してある。壁面に貼ってあるケース.4 の方が、水平力に対する抵抗力が大きくなることがわかる。 

地震時は、ブロック塀に水平力が作用する。その際、基礎とブロック塀の境界部が倒壊しやすくなる。ま

た、ブロック塀のブロックの境界部も倒壊しやすくなる。 

従ってブロック塀には所定の鉄筋が必要である。また基礎部にも所定の長さの鉄筋を入れる必要がある。 

 

5．おわりに 

鉄筋はブロック塀の中心に設置されるが、力学的にはケース.4 のように、壁面付近に設置する方が有効

である。補強する際に、壁面の両面をプレート接着する方法は有効である。 

今回の実験は、ブロック塀途中や基礎との境界面で倒壊するときのものである。これとは別に、基礎を含

め倒壊するケースも多い。FIT パワー工法などは、ブロック塀の曲げモーメントに対する抵抗力を増加させ

ると共に、基礎を含めて倒壊するケースに対しても補強するものになる。このような補強工法は、施工性も

重要な要素となるので、現場に適した方法を選定する必要がある。 
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写真-１ 高槻市の小学校でのブロック塀倒壊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料-２ ブロック塀点検のチェックポイント（国土交通省） 

資料-１ ブロック塀の詳細構造図 

（毎日新聞 Web記事より） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期 転倒時

ケース.1 塀中心 なし 4cm 4.3cm

ケース.2 塀中心 2.5cm 4cm 5.5cm

ケース.3 塀中心 1.0cm 4cm 4.4cm

ケース.4 壁面付近 2.5cm 4cm 5.8cm

ガムテープ
長さ

輪ゴム長さ実験
ケース

設置位置 表-１  

実験ケース一覧表 

ガムテープの設置位置 

ガムテープの長さ 

輪ゴム長さ 

写真-２ ブロック塀安定性実験（QRコードは実験動画） 


